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　「コロナワクチン」についてお話を伺いました。まず、ウイルスの構造として、遺伝子はタ

ンパク質の殻に包まれており、殻の表面のトゲから私たちヒト細胞にくっついて侵入をして

増える ( 脂質を含むのでアルコール消毒に弱い。気をつけて手指の消毒にアルコールを使用

すると効果がある )。ウイルスのほとんどはうまく感染出来ないでマイナスに働き淘汰され

る。まれにプラスに働く効能をもつものが残る。これが変異株といわれる。

　ワクチン接種を受けておくとかかりにくくなり、もしかかっても軽く済む場合があるそう

です。副反応は、人それぞれで、接種後の発熱等があるそうです。ワクチン効果の持続期間は、

２回目のワクチン接種後６ケ月まで、臨床試験で発症予防効果 91.3％と効果は高いと確認さ

れました。コロナウイルスの病原菌発見から一年で、ワクチンが出来たことは、大きいそう

です。

まだ解らないことは、他人にうつさなくなるのか不明。でも自分はアルコール消毒をしてマ

スクをかけて大切な口から喉の粘膜を大切に守るのが大切です。

　私個人は、おかげさまで、二度とも接種も済み、発熱もなく無事に済みました。

　昨年から２年近くコロナウイルスの怖い生活が続いていますが自分を守るためにしなくて

はならないことも学ばせていただきました。講師の口分田真先生、ご丁寧な講演を有難うご

ざいました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｈ.Ｓ）

健康と医療について語り合う会　感想文

ワクチン接種の現状を正しく理解

 神戸支部は 7 月 15 日、神戸市立総合福祉センターで健

康と医療について語り合う会を開催した。これは聴覚障

害者らが医療や健康についての情報を学ぼうと定期的に

開催する「聴覚障害者の医療を考える会 ( いのちを考え

る会 )」の講師派遣の要請に応えているもの。口分田玄瑞

診療所の口分田真先生が「コロナワクチン打って大丈夫

なの？変異株にも効くの？」と題して講演し、市民、聴

覚障害者の方を中心に 25 人が参加した。参加者の感想文

を紹介する。

◆日　時

　10 月３日（日）１0時～１5時　※昼食休憩あり

◆会　場

　兵庫県保険医協会５階 (JR「元町駅」東口から南へ徒歩８分 )

　※医療機関やご自宅等からの Zoom 視聴参加も可能

◆プログラム

　保険診療とは /窓口業務 /点数の解説 /薬剤料の計算 /

　診療報酬請求の実務 /レセプト作成実習と解説 (外来分 )

◆定　員 

　※協会の会員医療機関のみのお申し込みとなります。

　未入会の場合は、入会手続きの上でお申し込みください。

●来場参加 ･･･50 人

　※申込順。定員超過の場合、１医療機関の参加人数を制限させていただく場合

がございます。　予めご了承ください。

　※新型コロナウイルス感染状況によっては、来場参加を中止し Zoom 参加のみと

させていただく場合がございます。予めご了承ください。

● Zoom 参加 ･･･100 人

◆参加費　

　来場・Zoom 参加いずれも１人につき 7,000 円 （テキスト・資料代含む）

　※来場参加者で昼食弁当（お茶付）を希望の方は、別途 1,000 円

【zoom の参加の申し込み】

https://bit.ly/3xGZpqF

※請求書・振込用紙とテキスト・資料は、講習会１週間前を目途に郵送いたします。

右記の QR コード又は URL からお申し込みください。

参加者からの質問に答える口分田先生

保険請求事務講習会 (医科・初級 )

【来場の参加の申し込み】
３面の申込用紙でお申し込みください。
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　昨年暮れに「非営利団体神戸猫ネット」という、

神戸市と連携した地域猫活動を行なっている方々か

ら保護猫を譲り受ける事が可能になりました。目的

は家内が更年期鬱傾向で、家の中がコロナ禍の巣篭

もりもあり暗黒化していたからです。

 神戸市は地域猫活動を推進し、全国初の人と猫と

の共生に関する条例があることでも有名ですが、最

近では猫の虐待と犯罪が関係するとのことで神戸猫

ネット活動の方々の貢献度は再認識されつつありま

す。

　いっくん（写真）は昨年 7 月頃に誕生し赤ちゃん

のまま捨てられていた子猫です。

　神戸猫ネットのＴＮＲ活動によって、捕獲や保護

により命が救われた子猫のいっくんは、譲渡される

前に審査がありました。最初はちょっと厳しいか

なぁって感じましたが、命に責任を持って飼って欲

しいという神戸猫ネットの真摯な思いと猫を飼うと

いう責任が大変勉強になりました。

　審査に合格し今年から家の中で飼うことになりま

した。

　どうなったかと言うと！家内にべったり懐いてく

れまして家内もいっくんが大好きで相思相愛です。

　どうやら猫は人とテレパシーで会話している模様

で、過激な私の心の中までお見通しの様。私には常

時警戒モードです。息子達には全く警戒しないいっ

くんは表情も多彩です。どうも家族のみんなの体調

まで感じ取り、時には体調を崩す事もあるようです。

　腎結石で激痛が生じた時、いつもは私に警戒モー

ドだったのに、水が嫌いな子猫のいっくんは何と心配そうに私のお風呂の中にまで入って

来たのです。驚きです。繊細なのです。天使なのです。

会員投稿

猫は幸せメッセンジャー

　そうなのですよ、家の中に本当の天使がやって来

たのです。

　気が付けば家の中がたった半年で相当に明るく

なって来ました。ありがとういっくん、ありがとう

神戸猫ネットの皆様。本当に感謝しております。

　補足　ＴＮＲとは地域で増えすぎた猫を捕獲して

手術して戻す活動です。不幸な野良猫（満足な食事

が得られず、病気になったり、交通事故に遭ったり、

虐待の対象になったり…etc.、過剰な宅内保護で多

頭飼い崩壊の悲劇）を減らすための最終手段。もち

ろん、宅内で飼う時も去勢、避妊は必須。


